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1. 高校入学年次の実践

第3節 高等学校の実践例

規定演技を行って，演技の出来映えを理解しよう

1. 授業の基本的な構想

（1）授業のねらい
　本事例は，高等学校入学年次において，マット運動を選択したグループの例です。
　マット運動の演技づくりを中心として，自主的に学習を進めることができるようにします。また，単元の前
半に基本的な技で構成された規定演技を全員で行うことにより，義務教育段階での学習内容の確実な定着を
図るとともに，単元後半で自由演技づくりの学習に自主的に取り組むことができることを目指しています。

（2）授業づくりの考え方
　単元前半では，基本的な技で構成された規定演技を行います。規定演技の授業では，単一技の大き
さ，複数の技の組合せの滑らかさ，全体を通した姿勢の美しさなど，演技の出来映えに着目して学習を
進めることができるようにします。
　また，単元半ばで行う規定演技発表会では，技が「できる・できない」ではなく，「技の大きさ」「技
の組合せの滑らかさ」「姿勢の美しさ」など，出来映えの視点から採点方法を学習するとともに，発表
会の仕方などを理解できるようにします。
　単元後半では，技の系統的な発展から，自己に適した技を選択し，技の習得を目指した授業を展開す
るとともに，単元前半で学習した技の出来映えに着目して演技づくりを行います。
　単元のまとめとして演技発表会を行います。発表会では，練習の成果を発表することはもとより，単
元前半で学習した採点方法や発表の仕方などを生かして，自主的に発表会を行うことができるように
します。
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（1）次の運動について，技ができる楽しさや喜びを味わい，自己に適した技で演技することができるよう
　　にする。（技能）
  ・  マット運動では，回転系や巧技系の基本的な技を滑らかに安定して行うこと，条件を変えた技，発展
　　技を行うこと，それらを構成し演技すること。

（2）器械運動に自主的に取り組むとともに，よい演技を讃えようとすること，自己の責任を果たそうとす
　　ることなどや，健康・安全を確保することができるようにする。（態度）

（3）技の名称や行い方，体力の高め方，運動観察の方法などを理解し，自己の課題に応じた運動の取り組
　　み方を工夫できるようにする。（知識，思考・判断）

2. 単元の目標

3. 単元の評価規準（●：第 1学年の評価規準，○：第 2学年の評価規準）
運動への
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●器械運動の学習に自主的
　に取り組もうとしている。
●よい演技を讃えようとし
　ている。
・自己の責任を果たそうと
　している。
●互いに助け合い教え合お
　うとしている。
●健康・安全を確保している。

●自己の課題に応じて，学習する
　技の合理的な動き方の改善すべ
　きポイントを見付けている。
●自己の課題に応じて，適切な練
　習方法を選んでいる。
●自己の技能・ 体力の程度に応
　じて，目指す技や技の組合せ方
　を見付けている。
・仲間と学習する場面で，仲間の
　動きと自己の動きの違いなどを
　指摘している。
・ 健康や安全を確保するために，
　体調に応じて適切な練習方法を
　選んでいる。
・器械運動を継続して楽しむため
　の自己に適したかかわり方を見
　付けている。

●マット運動では，回
　転系や巧技系の技で
　構成し演技するため
　の，滑らかに安定し
　た基本的な技，条件
　を変えた技，発展技
　のいずれかができる。

①マット運動の持つ楽しさ
　や喜びを味わうことに自
　主的に取り組もうとする。

②グループで互いに補助し
　たり，仲間の動きをよく
　見たりして，仲間に課題
　を伝え合いながら取り組
　もうとする。

③仲間のよい動き方やよい
　演技を，認め合い，讃えよ
　うとする。

④活動場所の安全を確かめ，
　健康・安全に留意しよう
　とする。

①学習する技の合理的な動き方の
　ポイントを見付けている。

②演技の出来映えを高めるため  
　の，自己の課題を解決するため
　の適切な練習方法を選んでいる。

③自己の技能・ 体力の程度に応
　じた，技の組合せ方やマットの
　使い方などの演技構成の仕方を
　選んでいる。

①基本的な技を滑らか
　に安定して行うこと
　ができる。

②基本的な技で構成し
　た演技を滑らかに行
　うことができる。

③条件を変えた技と発
　展技のいずれかがで
　きる。

●技の名称や行い方につ
　いて，学習した具体例
　を挙げている。
・器械運動に関連した体
　力の高め方について，
　学習した具体例を挙げ
　ている。
●運動観察の方法につい
　て，理解したことを   
　言ったり書き出したり
　している。
●発表会や競技会の仕方
　について，学習した具
　体例を挙げている。

①技の系統性に基づいた
　技の名称や練習の方法
　について言ったり書き
　出したりしている。

②技や演技の出来映えを
　高めるための運動観察
　の方法について言った
　り書き出したりして
　いる。

③発表会の仕方につい  
　て学習した具体例を挙
　げている
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4. 指導と評価の計画例【高等学校入学年次】（15 時間扱い）

仲間のよい演技を
賞賛することがで
きる

基本的な技を組み合わせた規定演技の出来映えを高める学習計画，事故防
止，マット運動の特
性について理解する

単一技の技の大きさ
や出来映えのよさに
ついて理解する

技の組合せの出来
映えのよさについ
て理解する

2. 規定演技をいくつかに分け，
　連続の順番や演技の流れを
　理解し，できるように練習
　する

○出来映えを高めるための
　ポイントには，技の大きさ，
　　　　　　技や技の組合せの滑らかさ，
　リズムの変化，姿勢の美しさ
　などかあること
　（資料1）

3. 規定演技をいくつかに分けた
　部分練習や通した練習を
　ビデオ撮影し，出来映えを
　チェックする

※教え合いが促されるよう，
　観察のポイントを助言する

4. 適切な練習方法を選択する

よい演技を
認め讃える

規定演技の出来映えの
高め方

出来映えの
採点基準

1. 本時のねらいと内容の確認，準備運動，基本動作の練習

1 2 3 4 5 6 7

2. 発表の仕方，
　採点の仕方
　について理解
　する
　（資料2，3）

3. 規定演技の
　発表会を行う

4. 発表を振り
　返る

5. 学習をまと
　める

2. グループ内
　で規定演技
　発表会を行
　い，演技発表
　の流れにつ
　いて理解する
※採点基準に
　ついて理解
　する

○演技の開始
　時と終了時
　には，あい
　さつとポーズ
　が必要である
　こと

3. グループ内
　発表での演技
　の出来映え
　についての
　振り返りを
　行う

2. 技の組合せ
　の出来映え
　について確認
　する

○技を組み合
　わせるには，
　前の技のお
　わりが次の
　技のはじま
　りとなるこ
　とが大切で
　あること

○組合せの滑
　らかさや大
　きさの変化
　が，出来映
　えにかかわ
　ること

例)

・ 前転―伸身
　跳びひねり
　―後転

・前転―側方
　倒立回転

・後転―側方
　倒立回転

2. 技の出来映
　えについて
　確認する

※前転につい
　て，手の着く
　位置を変化
　さ せ た り，
　歩行から片
　脚を振り上
　げて前転を
　行 っ た り，
　変化を加え
　ながら練習
　する

〇前転を大き
　く，出来映え
　を高めるには，
　腰を高くして，
　曲げないよう
　にすること，
　立ち上がり
　で足をそろ
　えることなど
　が大切である
　こと

※後転，側方
　倒立回転に
　ついても同様
　に行う

3. 技の名称や
　練習の方法に
　ついて理解
　する

1. 単元の学習
　のねらいと
　進め方を理
　解する
○事故防止の
　ためには守
　るべき留意
　点があること

○効果的な感覚
　づくりのため
　には，ウォー
　ミングアップ
　の運動のねらい
　の理解が大切
　であること

2. 既習技の習得
　状況を確認
　する

※スキルチェック
　カード等を
　活 用 し て，
　習得状況を
　確認する
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技の系統性に基づいた合理的な動き方

互いに教え合うこと

演技構成の仕方 運動観察の方法 発表会の運営の仕方技の系統性 適切な練習方法の選択

よい演技を
認め讃える

技の系統を理解し，
自己に適した技を
選ぶことができる

仲間のよい演技
を賞賛すること
ができる

自由演技の出来映えを高めることが
できる演技構成を工夫することができる自己に適した技や技の組合せができる

1. 本時のねらいと内容の確認，準備運動，基本動作の練習

3. 自己に適した技を組み
　合わせる

※技の組合せ方の例を示し，
　３技以上の組合せを三
　つ以上考える

・直接の組合せ
・技のおわりを変化させる
・技と技の間につなぎの
　巧技系の技を入れる
　（資料4）

※考えた組合せを実際に行い
　ながら，課題を見付け，
　解決を図る

3. 自己に適した技で演技を
　構成する

○演技の構成を決定するには，
　技や技の組合せの順番，
　方向変換，マットの長さ
　などを考えて決めること
　が大切であること

※グループ内でペアリング
　し，技の順番を読み上げて
　もらいながら，演技構成
　を考える

4. 演技の通し練習を行う

2. 系統別に分かれて練習する

・ 接転技群の技
・倒立回転グループの技
・はねおきグループの技
・助走からの技

○上達には，技の系統を理解すること，技の合理的な動き方の
　ポイントを見付けること大切であること

2. 演技で使う，技の組合せ
　の練習を行う

3. 演技の通し練習をビデオ
　カメラで撮影してもらい，
　出来映えのチェックを行う。
　見付けた課題の解決に向
　けた練習を行う

※運動観察の方法について
　確認する

2. 技の系統に
　ついて学習
　カードで理解
　する
　（資料4）

3. 系統別に分
　かれて練習
　する

※練習方法や
　場の工夫の
　仕方を提示
　する

・ 接転技群の技
・ 倒立回転グ
　ループの技
・ はね起きグ
　ループの技
・ 助走からの技

4. グループ内
　で発表する

※発表者，観
　察者，待機
　者のローテ
　ーションを
　確認する

5. 発表を振り
　返る

※出来映えに
　ついて助言
　し合う

4. 演 技 内 容
　申告用紙を
　提出する

5. 発表の仕方，
　採点の仕方
　について理解
　する

2. 発表の仕方，
　採点の仕方
　について確認
　する

※発表の順番
　や，採点の
　役割分担など
　を確認する

3. 自由演技の
　発 表 会 を
　行う

※練習の成果
　を発表する
　とともに，
　自分や仲間
　の演技の出
　来映えや技
　能の伸びを
　認め合う

4. 発表を振り
　返る

5. 学習をまと
　める
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資料１（本事例で活用した規定演技のシート）

資料２（発表会の場の工夫）

資料３（本事例で活用した規定演技の出来映えチェックシート）
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資料４（単元後半で活用した自由演技作成の手引き）

資料５（授業で活用したスライドの例）
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2. その次の年次以降の実践

自己に適した技で演技を構成し，出来映えを高めてマット運動の演技をする楽しさを味わおう

1. 授業の基本的な構想

（1）授業のねらい
　高等学校のその次の年次以降では，卒業後も生涯にわたって，「見るスポーツ」を含めて器械運動に
かかわり，楽しむことができる力を身に付けることが大切です。
　そのため，本事例では，器械運動の技能や知識の学習をベースとして，種目特有の姿勢や動きの美し
さなどの出来映えを評価するための採点基準や発表会の運営方法など，多様な学習をとおして，生徒が
主体的に学習を進める力を身に付けることを目指しています。
　なお本事例は，マット運動の指導に焦点を絞って記載しています。

（2）授業づくりの考え方
　単元前半では，演技構成の場面で，系統的な発展から自己に適した技を選択し構成する課題演技を取
り扱います。
　課題演技の授業では，入学年次に学習した，単一技の大きさ，複数の技の組合せの滑らかさ，全体を
通した姿勢の美しさなど，演技の出来映えに着目して学習を進めます。
　また，単元半ばで行う課題演技発表会では，選択した技によって演技の価値点に差を付けるなどし
て，演技の価値点についても理解するとともに，演技の出来映えによる減点等の採点の仕方を理解でき
るようにします。
　単元後半では，技の系統的な発展から，自己に適した技を選択し，技の習得を目指した授業を展開す
るとともに，単元前半で学習した演技の価値点の高め方や，出来映えに着目して演技づくりを行います。
　単元のまとめとして，演技発表会を行います。発表会では，練習の成果を発表することはもとより，
単元前半で学習した採点方法や発表の仕方などを生かして，主体的に発表会を行うことができるよう
にします。
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自
由
演
技
の
通
し
練
習

自
由
演
技
発
表
会

・
技
の
系
統
別
で
の
練
習

・
技
の
系
統
的
発
展
の
理
解

課
題
演
技
発
表
会

技の系統別での練習

課題演技の
部分練習，通し練習

技の系統別での練習

タブレット， 
PC などを
活用した練習

技の組合せ方の
理解

技の組合せの
練習

演技構成の
組立て

自由演技の
通し練習
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（1）次の運動について，技がよりよくできる楽しさや喜びを味わい，自己に適した技を高めて，演技する
　　ことができるようにする。（技能）
  ・  マット運動では，回転系や巧技系の基本的な技を滑らかに安定して行うこと，条件を変えた技，発展
　　技を滑らかに行うこと，それらを構成し演技すること。

（2）器械運動に主体的に取り組むとともに，役割を積極的に引き受け自己の責任を果たそうとすること，
　　合意形成に貢献しようとすることなどや，健康・安全を確保することができるようにする。（態度）

（3）技の名称や行い方，体力の高め方，課題解決の方法，発表の仕方などを理解し，自己や仲間の課題に
　　応じた運動を継続するための取り組み方を工夫できるようにする。（知識，思考・判断）

2. 単元の目標

3. 単元及び学習活動に即した評価規準 ( 本単元で重点とした評価規準を●及び丸数字で示している )

運動への
関心・意欲・態度

運動についての
思考・判断

運動についての
知識・理解運動の技能

単
元
の
評
価
規
準

学
習
活
動
に
即
し
た
評
価
規
準

●器械運動の学習に主体的
　に取り組もうとしている。
●役割を積極的に引き受け
　自己の責任を果たそうと
　している。
・合意形成に貢献しようと
　している。
●互いに助け合い高め合お
　うとしている。
・健康・安全を確保している。

●これまでの学習を踏まえて，自己
　や仲間の挑戦する課題を設定して
　いる。
●課題解決の過程を踏まえて，自己
　や仲間の課題を見直している。
●自己の技能や体力の程度を踏まえ
　て，流れのある技の組合せを選ん
　でいる。
●グループで学習する場面では，状
　況に応じた自己や仲間の役割を見
　付けている。
・練習や演技の場面で，自己や仲間
　の危険を回避するための活動の仕
　方を選んでいる。
・器械運動を生涯にわたって楽しむ
　ための自己に適したかかわり方を
　見付けている。

●マット運動では，
　回転系や巧技系の
　技で構成し演技す
　るための，滑らか
　に安定した基本的
　な技，滑らかな条
　件を変えた技や滑
　らかな発展技のい
　ずれかができる。

①マット運動の持つ楽しさ
　や喜びを味わい，主体的
　に取り組もうとしている。

②発表会における自己の役
　割を積極的に引き受け，
　責任を果たそうとしている。

③グループで互いに補助し
　たり，仲間の動きをよく
　見たりして，仲間に課題
　を伝え合いながら取り組
　もうとしている。

①これまでの学習を踏まえて，技の
　組合せ方やマットの使い方などの
　演技構成の仕方を選んでいる。

②グループ内発表の振り返りなどか
　ら，自己や仲間の課題を見直して
　いる。

③自己の技能や体力の程度を踏まえ
　て，流れのある技の組合せを選ん
　でいる。

④グループで学習する場面では，仲
　間の出来映えを評価し，技の習得
　に必要な補助を見付けている。

①基本的な技を滑ら
　かに安定して行う
　ことができる。

②滑らかな条件を変
　えた技と滑らかな
　発展技のいずれか
　ができる。

③いくつかの自己に
　適した技で構成し
　た演技を行うこと
　ができる。

●技の名称や行い方につ
　いて，学習した具体例
　を挙げている。
・ 器械運動に関連した体
　力の高め方について，
　学習した具体例を挙げ
　ている。
●課題解決の方法につい
　て，理解したことを   
　言ったり書き出したり
　している。
●発表の仕方について，
　学習した具体例を挙げ
　ている。
●発表会などの簡単な採
　点の仕方について，学
　習した具体例を挙げて
　いる。

①技の名称や動きのポイ
　ント，合理的な練習の
　仕方について，学習し
　た具体例を挙げている。

②演技の出来映えを高め
　るためのポイントや練
　習の内容及び方法につ
　いて，言ったり書き出
　したりしている。

③発表の仕方について，
　学習した具体例を挙げ
　ている。

④発表会における採点の
　仕方や運営の仕方など
　について，学習した具
　体例を挙げている。
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ねらい

時 1 2 3 4 5 6 7

学

習

の

流

れ

0

5

10

15

20

25

30

35

40

45

50

②
観察関

④
ノート思

①
観察

②
観察技

②
ノート

③
ノート

④
ノート知

評
価
の
観
点

指

導

内

容

態度

技能

知識
思考
判断

4. 指導と評価の計画例【高等学校その次の年次以降】(15 時間扱い )

仲間の演技の出来
映えを正しく評価
することができる

技の系統的な発展について理解する
技の系統性に従って示されている課題技の選択範囲から，目
標技を選んで習得することができる

学習計画，事故 防
止，マット運 動の特
性につ いて理解する

課題演技の内容と
ねらいについて理
解する

課題演技の出来映
えを高める

事故防止に
関する心得
主体的な取組

技や技の組合せ
の出来映え

出来映えの
採点基準

発表会の
運営の仕方

技の合理的な練習方法
練習に有効な場の工夫や補助の仕方

基本的な技の条件を変えるための方法や，
今できる技を発展させる技術

助け合い，高め合い 自己の役割

1. 本時のねらいと内容の確認，準備運動，基本動作の練習

2. 出来映えの採点基準について理解する

※どのような動きが，どのくらいの減点となる
　のか，共通理解を図る
　（資料3）

3. 技の系統別に分かれて練習する

※仲間と協力して補助したり教え合ったりして
　技の習熟を高める

4. 課題演技の部分練習及び通し練習を行う

※選択した技での演技構成が，スムーズで
　美しい連続の演技ができるようにする

2. 発表の順番
　や審判の割
　り当てなど
　（どのグルー
　プがどのグ
　ループを採
　点するかな
　ど）の抽選を
　行う

3. 課題演技の
　発表会を行う

4. 発表を振り
　返る

5. 学習をまと
　める

2. グループ内
　で課題演技
　発表を行う
※グループ内
　で課題演技
　発表を行い，
　演技として
　発表する流
　れについて
　理解する
○客観的・公平
　な 得 点 は，
　採点基準に
　よって算出
　されること

3. グループ毎
　に発表の振
　り返りを行う

2. 課題演技の
　内容とねら
　いについて
　理解する
　（資料1）

3. 課題演技を
　いくつかに
　分けて，連
　続の順番や
　演技の流れ
　を理解する
　と と も に，
　技の大きさ
　や技の組合
　せの滑らか
　さ，姿勢の
　美しさなど
　の出来映え
　を意識した
　練習を行う

1. 単元の学習
　のねらいと
　進め方を理
　解する

※入学年次の
　学習を振り
　返り，主体的
　に取り組む

○効果的な感
　覚づくりの
　た め に は，
　運動のねら
　いの理解が
　大切である
　こと

2. 既習技の習得
　状況を確認
　する

※スキルチェック
　カードなど
　を活用して，
　習得状況を
　確認する

5. 発表会の役割
　分担を行う
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8 9 10 11 12 13 14 15

①
観察

③
観察

①
ノート

②
ノート

③
ノート

②
観察

③
観察

①
ノート

流れのある組合せ

助け合い，高め合い 主体的取組

演技構成の仕方技の名称や
ポイント

巧技系の技

出来映えの
採点基準

技の系統を理解 し，
自己に適した 技を
選ぶことが できる

発表会におけ る自
らの役割 を，責任
をもっ て果たす

自由演技の出来映えを高めることが
できる演技構成を工夫することができる自己に適した技や技の組合 せができる

ようになる

1. 本時のねらいと内容の確認，準備運動，基本動作の練習

3. 自己に適した技を組み
　合わせる練習を行う

※技の組合せ方の例を示し，
　３技以上の組合せを四つ
　以上考える

・直接の組合せ
・技のおわりを変化させる
・技と技の間につなぎの
　巧技系の技を入れる

※考えた組合せを実際に行い
　ながら，課題を見付け，
　解決を図る

3. 自己に適した技で演技を
　構成する

○演技の構成を決定するには，
　技や技の組合せの順番，
　方向変換，マットの長さ
　などを考えて決めること
　が大切であること

※グループ内でペアリング
　し，技の順番を読み上げて
　もらいながら，演技構成
　を考える

4. 演技の通し練習を行う

2. 系統別に分かれて練習する

・ 接転技群の技
・倒立回転グループの技
・はねおきグループの技
・助走からの技

○上達には，技の系統を理解すること，技の合理的な動き方の
　ポイントを見付けること大切であること

2. 技の組合せの練習を行う

3. 演技の通し練習をビデオ
　カメラで撮影してもらい，
　出来映えのチェックを行う

※出来映えの減点を少なく
　するために，見付けた課題
　の解決に向けた練習を
　行う

2. 技の系統と
　技の価値点
　について学習
　カードで説明
　する
　（資料2）

3. 系統別に分
　かれて練習
　する

※練習方法や
　場の工夫の
　仕方を提示
　する

・ 接転技群の技
・ 倒立回転グ
　ループの技
・ はねおきグ
　ループの技
・ 助走からの技

4. グループ内
　で発表し，
　出来映えの
　減点を仲間
　と相互評価
　する

○客観的・公平
　な得点は，
　採点基準に    
　よって算出
　されること

4. 演技構成と
　演技価値点
　の申告用紙
　を提出する
　（資料5）

2. 発表の仕方，
　採点の仕方
　について確認
　する

※発表の順番
　や，採点の
　役割分担など
　を確認する

3. 自由演技の
　発 表 会 を
　行う

※発表会での
　役割を，責任
　をもって果
　たす

4. 発表の振り
　返りを行う

5. 学習をまと
　める
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資料１（本事例における課題演技の内容）

資料２（本事例で活用した自由演技に入れる技の価値点表）

 
 
 
 
 
 
 

（選択技５） 

側方倒立回転 

倒立 
前転 

大きな 
前転 

後転 
倒立 

伸膝 
後転 

開脚 
後転 伸

身
跳
び
ひ
ね
り 

片足正面 
水平立ち 

片足側面 
水平立ち  

ひねり 
前向き立ち  

 
ひねり 

後ろ向き立ち

助
走
・
ホ
ッ
プ 

背
支
持
倒
立 

伸膝 
前転 

開脚 
前転 

前転がり 
開脚座 

前

転 

 
 
 
 
 
 
 

選択技３

 
 
 
 
 
 
 

選択技４

 
 
 
 
 
 
 

（選択技２） 

 
 
 
 

 
 
 

（選択技１） 

片足ずつ起き上がり，
水平立ちにつなげる 

側方倒立回転跳び

側方倒立回転跳び
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資料３（本事例で活用した課題演技の演技申告用紙）

資料４（本事例で活用した技の採点メモ記入例）

資料５（本事例で活用した自由演技申告票の例）


